
３．フレックストラベラー制度に関する情報

「フレックストラベラー制度」について
○制度の趣旨

○制度の概要
（１）オーバーセールスの発生が判明した時点で、自主的に予約便への搭乗を取りやめる旅客を航空会社が幅広く募集する。

フレックストラベラー制度の状況

Ｈ１６．１～３ 255 207 48 5,500,234 0.09
Ｈ１５．１～３ 339 292 47 5,142,945 0.09
Ｈ１６．１～３ 151 148 3 3,822,666 0.01
Ｈ１５．１～３ 294 294 0 4,926,366 0.00
Ｈ１６．１～３ 1,407 1,095 312 9,511,942 0.33
Ｈ１５．１～３ 1,721 1,218 503 10,238,054 0.49
Ｈ１６．１～３ 2 3 0 671,509 0.00
Ｈ１５．１～３ 24 19 5 607,609 0.08
Ｈ１６．１～３ 15 15 0 189,170 0.00
Ｈ１５．１～３ 5 5 0 202,410 0.00
Ｈ１６．１～３ 81 39 42 897,169 0.47
Ｈ１５．１～３ 104 61 43 1,264,967 0.34
Ｈ１６．１～３ 3 4 0 243,790 0.00
Ｈ１５．１～３ 未発生
Ｈ１６．１～３

Ｈ１５．１～３

Ｈ１６．１～３ 4 4 0 65,420 0.00
Ｈ１５．１～３ 7 3 4 56,861 0.70
Ｈ１６．１～３ 12 12 0 321,896 0.00
Ｈ１５．１～３ 3 3 0 300,987 0.00
Ｈ１６．１～３

Ｈ１５．１～３

Ｈ１６．１～３ 3 1 2 173,654 0.12
Ｈ１５．１～３ 未発生
Ｈ１６．１～３

Ｈ１５．１～３

Ｈ１６．１～３ 1,933 1,528 407 21,397,450 0.19
Ｈ１５．１～３ 2,497 1,895 602 22,740,199 0.26

(注)１． 不足座席数＝搭乗手続きに来た予約客の数－提供座席数

２． 自主協力旅客数とは、航空会社の募集に応じて、当初予定していた便への搭乗をとりやめた旅客の人数をいう。

搭乗できた旅客数
(全輸送人員）

北海道国際航空

日本トランスオーシャン航空

エアーニッポン

搭乗できなかった旅客数
（不足座席数－自主協力旅客数）

日本航空インターナショナル

会社名

ジャルエクスプレス

全日本空輸

エアーニッポンネットワーク

未発生

合計

北海道エアシステム

エアー北海道

未発生

　オーバーセールス（搭乗手続に来た予約客の数が提供座席数を上回る結果、座席を提供できない予約客が発生すること）発生時における旅客の取扱
いに関する統一的な手続を定めることによって、オーバーセールスに対する公平かつ円滑な解決を実現し、利用者利便の向上を図るものである。

（２） 募集に応じて搭乗を実際に取りやめる旅客に対して、一定の協力金（代替交通手段の出発日が当日であれば１万円、翌日以降であれば２万円）等
　 を航空会社が支払う。

日本エアコミューター

琉球エアーコミューター

日本航空ジャパン

全輸送人員に占める搭乗
できなかった旅客の割合

（1万人あたり）
自主協力旅客数

(注2)

ジェイエア 未発生

不足座席数
（注1）


